
栄養教諭を中核とした食育推進事業 

事業結果報告書 

 

１． 事業推進の体制 

 

２． 具体的取組等について 

テーマ１ 全県における食育の推進体制の整備 

１ 栄養教諭食育推進連絡協議会の開催（７域内ごとに、４月と２月 年２回実施） 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会においては、事業についての共通理解を図るとともに、栄養教諭の役割に

ついて確認した。また、栄養教諭が所属する市町村教育委員会担当者も協議会に参加し、食育推進地域検討委員

会の体制整備についても話し合った。 

第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  北）   4/12  福島県自治会館  

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  中）   4/14  県中知行振興局南分庁舎 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（いわき）   4/20  いわき合同庁舎 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（会  津）   4/22  会津地方振興局別館 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（相  双）   4/23  南相馬合同庁舎 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  南）   4/27  白河合同庁舎 

  第1回栄養教諭食育推進連絡協議会（南会津）   4/28  南会津合同庁舎 

   

２月の第２回栄養教諭食育推進連絡協議会においては、各食育推進地域での取組みについて発表し合い、

各地域の成果と課題について共通理解を図った。 

都道府県名 福島県 

推進地域名 全域 （２２推進地域） 



   

第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（南会津）   2/ 1  南会津合同庁舎 

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  南）   2/ 2  白河合同庁舎 

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（会  津）   2/ 3  会津地方振興局別館 

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（相  双）   2/ 4  南相馬合同庁舎 

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（いわき）   2/ 7  いわき合同庁舎   

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  中）   2/ 9  県中知行振興局南分庁舎 

  第2回栄養教諭食育推進連絡協議会（県  北）   2/10  福島県自治会館 

 

２ 食育推進コーディネーター研修会の開催（県内７域内 ９会場で実施） 

  各学校の食育推進の中心的担い手である食育推進コーディネーターを対象とした研修会を、県内の大学教授及

び栄養教諭、主任栄養技師等を講師として実施した。各学校の食育全体計画や各学年の年間指導計画を持ち寄り、

食育推進上の課題を解決する具体的方策について協議した。各学校の食育推進コーディネーターと栄養教諭のネ

ットワーク構築にもつながり、全県における食育を推進するうえで効果的な研修会となった。 

     食育推進コーディネーター研修会  （県中①）   7/30   サンフレッシュ郡山 

     食育推進コーディネーター研修会  （いわき）   8/ 2   いわき合同庁舎 

     食育推進コーディネーター研修会  （県  南）   8/ 4   白河地域職業訓練センター 

     食育推進コーディネーター研修会  （県中②）   8/ 5  須賀川市産業会館 

     食育推進コーディネーター研修会  （会  津）   8/ 6   新鶴公民館 

     食育推進コーディネーター研修会  （相  双）  8/ 9  南相馬市文化センター   

     食育推進コーディネーター研修会  （県北①）   8/10   福島県庁西庁舎 

     食育推進コーディネーター研修会  （県北②）   8/11   福島県自治会館  

     食育推進コーディネーター研修会  （南会津）   8/20   御蔵入交流館 

 

３ 平成22年度食育関係事業全国連絡協議会への参加 

  12月6日、文部科学省で開催された全国連絡協議会へ、県教育庁食育担当指導主事と栄養教諭とで参加

してきた。福島県の事業事例について、分科会で発表する機会をいただき、本県の取組みについて他県出

席者の前で発表してきた。 

 

４ 栄養教諭研修会の開催（２８名すべての栄養教諭を招集し実施） 

    事業計画書の中には位置付けていない研修会ではあるが、栄養教諭の研修の場（情報交換の時間）がほ

しいとの要望を受け、２８名の栄養教諭を全員招集し研修会を実施した。 

  １２月６日に文部科学省で実施した「全国連絡協議会」の内容を伝達するとともに、今年度の事業の成

果と課題について共通理解を図った。また、来年度に向けた計画についても話し合った。 

    平成２２年度 栄養教諭研修会の開催        2/17   福島県自治会館 

 

テーマ２ 栄養教諭による各地域・各学校の特性に応じた食育推進 

１ 食育推進地域検討委員会の開催 

  栄養教諭が所属する地域ごとに食育推進地域検討委員会を立ち上げ、地域の課題解決のためにテーマを決めて

取り組んだ。（２７名が２２の委員会を立ち上げた。）委員には、学校関係者や地元生産者、保護者等が加わり、

それぞれの立場から意見を出し合い、課題解決を図った。 

 ＜食育推進検討委員会での話し合いの様子＞  

地域の課題解決のた

めに、できること

は・・ 



 

２ 栄養教諭受配校等訪問（食にかかわる授業等の実施） 

  栄養教諭が受配校等に出向き、食育全体計画の実施状況を把握するとともに、各学校の食育を支援した。食の

専門家でもある栄養教諭が授業に参加することにより、児童生徒の給食を中心とした食への関心が高まってきて

いる。県の食育担当指導主事も栄養教諭の授業を参観し指導することで、栄養教諭の授業力向上をめざした。 

  要請を受けた県立高校にも栄養教諭が出向き、高校生のための栄養教室を実施した。 

次代の親となる高校生の食育については、各地域とも課題であり、栄養教諭が果たす役割は大きいと言える。

 

   
＜栄養教諭授業の様子＞ 

 

 

３ 農業高校と連携した豊かな食育体験の実施 

  県内7域内の農業高校と近隣の小学校及び中学校が連携し、豊かな食育体験を実施した。年間を通して野菜等

を栽培、収穫し、調理等の体験活動を行った。調理実習の指導等は栄養教諭が行うことにより、調理体験が充実

した活動となった。 

 

                 

 

 

 

 ＜高校生にジャム作りを教えてもらっている様子＞ 

 

 

第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  北）4/12   福島県自治会館  

   第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  中）4/14   県中知行振興局南分庁舎 

     第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（いわき）4/20   いわき合同庁舎 

     第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（会  津）4/22   会津地方振興局別館 

     第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（相  双）4/23   南相馬合同庁舎 

     第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  南）4/27   白河合同庁舎 

     第１回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（南会津）4/28   南会津合同庁舎 

 

    ２月の第２回連絡協議会においては、年間の活動について振り返り、成果と課題について明らかにした。

    第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（南会津）2/ 1   南会津合同庁舎 

    第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  南）2/ 2   白河合同庁舎 

     第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（会  津）2/ 3   会津地方振興局別館 

     第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（相  双）2/ 4   南相馬合同庁舎 

     第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（いわき）2/ 7   いわき合同庁舎 

     第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  中）2/ 9   県中知行振興局南分庁舎 

     第２回農業高校と連携した豊かな食育体験推進連絡協議会（県  北）2/10   福島県自治会館  

 

栄養教諭の関わ

りも大切です。 



テーマ３ 食を要とした生活習慣を改善する取組み（家庭・地域との連携を通して） 

１ 朝食摂取率１００％週間運動の実施（年２回 ６月と１１月に実施） 

  各学校の実情に応じて上記週間を設定し、栄養教諭等を中心に運動を展開している。６月の調査結果は、摂取

率が９５．９％、１１月の摂取率が９６．３％で、回を重ねるごとに摂取率は向上してきている。 

 

２ わたしが作る朝ごはんコンテストの実施 

  小学生を対象に朝ごはんコンテストを実施し（最終審査日は10 月 17 日）、食べる力・感謝の心・郷土愛の育

成を図った。今年度の応募数は３，０１２点で、昨年度より１，０００点以上多い応募となった。各地域ごとに

栄養教諭が参加を呼びかけ、事前の指導を行った成果でもある。コンテストの１次審査は栄養教諭が行い、専門

家の立場から２次審査進出者を選出した。最終審査に進んだ１４名の児童は実際に調理を行い、腕をふるった。

 

               

 

３ 食育推進実践校表彰の実施 

    朝食摂取率１００％週間運動を中心に食育の成果を上げた学校を表彰した。応募数は、７７点で、栄養

教諭が関わっている学校はほとんど応募した。内容も充実しており、入賞１６校に表彰した。 

 

テーマ１～３に共通する具体的計画 

○ 本県の健康課題は「肥満」「う歯」「食物アレルギー」と、食生活と関わることが多い。健康課題を解決するた

めの食育のあり方についても、全県をあげて取り組んでいかなければならない。 

 

 学校種間に関係なく増えてきている。 

 

  

○ それぞれのテーマにおける、県教育委員会、各教育事務所、各市町村教育委員会、栄養教諭のそれぞれの役割

について明確にし、推進体制の整備を行っていくことが大切である。 

○ 「Ｒ―Ｐ―Ｄ―Ｃ―Ａサイクル」を効果的に行うことにより、課題解決を図っていく。 

最優秀賞作品 
ヘルシー和風の朝ごはん 

試食による最終

審査の様子 



数字で変化のあった事項について 

朝食摂取率１００％週間運動 摂取率の変化   

９５．４％（平成２１年１１月）→ ９５．９％（平成２２年６月） 

わたしが作る朝ごはんコンテスト応募総数の変化 

１，９４７点（平成２１年度） → ３，０１２点（平成２２年度） 

   

 

 

事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 

○ 全県における食育を推進していくためには、指導体制の整備が不可欠である。栄養教諭が所属する地域を中心

に、２２の食育推進検討委員会を立ち上げ、地域の実態に応じた食育を推進したことは効果があった。児童生徒

のことをよく知る学校関係者や地域のことをよく知る地元生産者、食育関係者が委員となり、栄養教諭と連携を

図りながら地域の食育の課題解決に向けて取り組めたことがよかった。 

 

○ 県全体の食育を推進していくためには、各学校の食育に対する意識を高めていくことが不可欠である。 

各学校の食育推進コーディネーターを対象に研修会を行い、栄養教諭とのネットワークを構築したことで、食

に関する指導がより充実した時間となった。また、朝食摂取率の向上からも、各学校の食に関する意識が高まっ

てきていると言える。次年度以降も、各学校の食育を充実させるために、引き続き食育担当者の研修会を実施し、

各学校の食育に対する考え方をさらに高めていきたい。 

 

○ 朝食摂取率１００％週間運動やわたしが作る朝ごはんコンテストは、回を重ねるごとに成果が上がっている。

広報誌やホームページ等を活用し、結果を広く啓発したことで、県民全体の意識が高まりつつある。 

 

 

今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 

● 栄養教諭の負担過重が課題となっている。日常の学校給食業務や衛生管理の他に食に関する指導を行わなけれ

ばならないので、事業の精選とともに、組織整備のあり方についても検討していかなければならない。 

 

● 間もなく社会に出て自立していく高校生に対する食育の進め方が課題となっているが、栄養教諭がかかわれる

内容や時間には限度がある。各学校の食育推進コーディネーターの資質向上がさらに必要である。 

 

● 栄養教諭の研修の場（情報交換の時間）がほしいとの要望があがっている。すべての栄養教諭が集まり、一緒

に研修できる時間と場を設定していく必要がある。 

 


